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熊
本
地
震
等
の
記
録
と
災
害
復
興
へ
の
歩
み
①

災
害
の
つ
め
跡
を
後
世
に
残
し
、
復
興
へ

甲佐町災害記録誌「熊本地震等の記録と災害復興への歩み①」

●
家
屋
被
害
（
平
成
28
年
11
月
30
日
現
在
）

●
人
的
被
害
（
平
成
28
年
11
月
30
日
現
在
）

● 

避
難
所
お
よ
び
避
難
者
数
（
ピ
ー
ク
時

（
４
月
17
日
（
日
））

●
公
共
施
設
等
被
害（
平
成
28
年
12
月
末
現
在
）

㍍

㍍

㍍

㍉

■
熊
本
地
震
・
前
震

●
平
成
28
年
４
月
14
日
（
木
）
午
後
９

時
26
分
発
生

・
震
源
地

　
北
緯
32
・
７
度
、
東
経
１
３
０
・
８

度
・
規
模

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５

・
最
大
震
度

　

　
震
度
７
（
甲
佐
町
震
度
５
弱
）

●
平
成
28
年
４
月
15
日
（
金
）
午
前
０

時
３
分

・
震
源
地

　

　
北
緯
32
・
０
度
、
東
経
１
３
０
・
０

度
（
甲
佐
町
大
字
田
口
付
近
）

・
規
模

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
４

・
最
大
震
度

　
震
度
６
強
（
甲
佐
町
震
度
５
弱
）

■
熊
本
地
震
・
本
震

●
平
成
28
年
４
月
16
日
（
土
）
午
前
１

時
25
分

熊
本
地
震
お
よ
び
豪
雨

災
害
の
概
要
に
つ
い
て

　
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
お
よ
び

６
月
に
見
舞
わ
れ
た
九
州
豪
雨
災
害
の

概
要
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
。
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甲佐町災害記録誌「熊本地震等の記録と災害復興への歩み①」

●
上
水
道

㌫

●
電
気

●
交
通

●
損
壊
家
屋
等
解
体
業
務

●
災
害
ご
み

●
生
活
系
ご
み

●
し
尿
く
み
取
り

●
震
災
総
合
窓
口
の
設
置

●
罹
災
証
明
発
行
件
数
（
住
家
の
み
）

●
応
急
修
理
申
請
件
数

●
仮
設
住
宅
入
居
世
帯

●
み
な
し
仮
設
住
宅
申
請
件
数

●
生
活
再
建
支
援
金
申
請
受
付
件
数

●
義
援
金
（
平
成
28
年
11
月
30
日
現
在
）

災害の試練と教訓を
次世代へ伝えるために

　平成28年4月14日（木）から発生
した「平成28年熊本地震」、とりわ
け、４月15日（金）午前０時３分
発生の本町を震源地とする最大震度
６強の地震は、本町の多くの家屋や
施設に甚大な被害をもたらしました。
　住家では、町内の半数以上の約
2,500世帯が被害に見舞われ、発災
直後は多くの町民が避難所や車中で
の生活を余儀なくされました。
　また、農地をはじめとする産業基
盤や交通インフラ、学校などの公共
施設においても大きなダメージを受
け、町民の生活に多大な支障をきた
しました。
　ここに示すものは、本町の被災状
況や災害への対応状況などです。
　私たちは、今回の災害をただ単に
記憶としてとどめるだけでなく、被
災状況や対応状況などを収集・整理
し、災害から受けた試練と教訓を記
録として残し、次の世代に伝えてい
かなければなりません。

・
震
源
地

　
北
緯
32
・
８
度
、
東
経

１
３
０
・
８
度

・
規
模

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３

・
最
大
震
度

　
震
度
７
（
甲
佐
町
震
度
５
強
）

■
九
州
豪
雨
災
害

・
発
生
日
時

　
平
成
28
年
６
月
20
日
（
月
）
午
後
11

時
19
分
〜
21
日
（
火
）
午
前
０
時
19

分
・
時
間
雨
量

　
１
５
０
㍉
（
観
測
史
上
４
位
）

町くらし安全推進室

清水 明 室長

お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
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①道路・公共交通の充実
■幹線道路・生活道路および橋りょうの計画的な復
旧・整備、仮設住宅入居者の公共交通利便性向上や
生活環境のサポート
●災害復旧事業と関連事業を併せた機能強化および
迂回道路網の整備

②住宅・住環境の整備
■現行制度を活用した宅地被害などの復旧整備、一
部損壊家屋への支援拡大要望、宅地液状化防止事業
を活用した液状化地盤への調査・対策、町営住宅の
補修など、解体・撤去および応急修理など被災家屋
の復旧支援、アンケート調査などによる意向を踏ま
えた復興住宅の早期整備
●耐震補助制度の拡充の検討、若い世代や子育て世
代への支援住宅の検討、空き家や危険家屋について
物件調査などを行い解体・撤去などの推進、災害時
飲料水を想定した災害用井戸の活用検討

③上水道・生活排水の整備
■ライフラインである上水道の早期復旧、合併浄化
槽の設置補助基準の緩和
●災害を想定した上水道の安定供給のための耐震化
や老朽管更新

④防災・消防・防犯の推進
■砂防えん堤の設置要望および河川しゅんせつ、河
川護岸などの災害復旧
●自主防災組織の設立や防災教育・防災訓練の実施
など災害対応体制づくり、発災直後の物資保管・供
給などへの対応、防災行政無線以外の独自のメール
システム構築など被害状況の正確な情報提供手段の
検討、地域防災計画の見直しや災害対応マニュアル
などの充実、区長や消防団との情報共有や連絡体制

の確立および防犯パトロールの強化、避難所への防
犯灯設置や警察など関係機関との連携による防犯対
策、堤防等河川改修や内水対策の検討

⑤健康・福祉の充実
■閉じこもりや生活不活発予防のための高齢者の生
きがいづくり、地区サロンなどによる高齢者のスト
レスなどへの対応、ひとり暮らしや高齢者世帯の見
守りなど地域での支え合い体制づくり、ニーズ調査
を踏まえた仮設住宅入居高齢者などへの生活支援、
実態調査などに基づく高齢者や障がい者に対応した
避難体制づくり、各種福祉事業による障がい者世帯
への生活再建支援
●地域支え合いセンターを拠点とした地域での支え
合いの体制づくり、医療・介護・福祉費用増大への
対応、介護サービスの充実および介護保険サービス
の適正化の推進、PTSD や予防医学などを念頭にお
いた健康づくりの推進、サークルやサロン活動など
高齢者の生きがいづくり、相談支援や各種サービス
などを通した障がい者の自立支援、生活相談体制の
整備、乙女福祉ふれあいセンターの再建

⑥生涯学習などの充実
■文化財、未指定文化財、町管理の社会教育施設な
どの復旧促進および自治公民館への復旧支援
●住民の意向や要望を踏まえた文化、芸術、スポー
ツ施設などの整備・活用の検討

⑦コミュニティの再生・情報基盤の充実
■地域支え合いセンターの活動によるコミュニティ
の再生、各行政区（嘱託員）と町の連携体制の充実
による情報手段の整備や情報の共有化
●コミュニティの維持、継続および若者の発想力や
地域力を生かしたまちづくりの検討、被害状況、気
象情報、避難情報など、関連情報提供の拡充整備

①移住・定住施策の充実
■復興住宅の早期建設などによる被災者の町外への
流出防止
●ベッドタウン化を目指した住宅分譲地などの整備、
子育て世代にやさしい子どもたちが住み続けたいと
思う住環境の整備

②学校教育の充実
■子どもの心のケアのサポート体制の整備など、各
学校施設の復旧を含む学校施設の整備、各学校での

災害対応マニュアルの見直しおよび防災教育の充実、
各学校での災害を想定した防災訓練の実施
●地域と学校の協働による子どもの学習の場の充実
検討、通学路の復旧・整備など安全・安心な学校づ
くり

③子ども・子育て支援の推進
■子育て世帯への生活支援、子育て世帯のいこいの
場や子育てしやすい環境づくりの推進
●子育てと仕事の両立支援、妊婦、乳幼児のいる世
帯への支援

基本目標２　町民生活の再建と復興

基本目標３　定住促進と教育・子育ての推進

ともに紡ごう 次世代への架け橋

※復旧に関する目標…■、復興に関する目標…●

～甲佐町震災復興計画を策定～

　「甲佐町震災復興計画」（全体）は、町企画課窓口にて配布しています。同計画（概要版）については、昨年12
月末に全世帯に配布しています。また、町公式ウェブサイトでも閲覧できます。

■「甲佐町震災復興計画」についてのお問い合わせ先

　・町企画課　TEL096 ‐ 234 ‐ 1154（内線231）
　・町公式ウェブサイト　URL　http://www.town.kosa.kumamoto.jp/
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①農林業の振興
■農地・農業用施設および林道の早期着工・早期復
旧、施設・設備への支援による農業経営体の早期復
旧、特例措置も念頭に置いた農地転用許可の緩和要
請
●耕作地の集約推進による大規模農業化支援等、農
産物のブランド化、特産化による特色ある農産物づ
くり、畑地のほ場整備など、乙女台地の開発、県・
JA などと連携した農家への栽培指導や特産品の PR、
農地を活用したイベント開催による地域活性化策の
検討

②商工業の振興
■被災企業に対する施設・設備の復旧支援、空き店
舗の利活用など、商店街の復旧、地元商工業者 PR
の場の確保や広報紙・インターネット・SNS などの
情報発信手段を通した地元購買力の向上

●アクセス道路整備などによる工業団地整備、地元
商業の収益の向上を見据えたプレミアム商品券発行
の検討、事業者の意向を踏まえた空き地・空き店舗
の活用など、商店街の活性化

③観光の振興
■風評被害払拭のための多様な情報手段を活用した
入込客（交流人口）回復のための観光地としての
PR など
●観光ルートおよびサインの整備による観光資源の
再生、民間活力による通年型観光施設の整備

④雇用・就業の促進
■町民などの就業確保のための企業、個人事業主へ
の情報提供
●求人情報などについてホームページなどを活用し
た働く場の確保

基本目標１　産業と経済の再建

将来（みらい）を想い　魅力（たから）を活かす
ともに紡ごう　次世代への架け橋

活力にあふれ
強く元気なまち

誰もが住みたい
安全で安心なまち

若者が集う
魅力あるまち

　町では、平成28年熊本地震からの復旧・復興に向けて、平成28年11月29日
（火）に「甲佐町震災復興計画」を策定しました。
　本計画は、災害後の本町の被害の状況を踏まえた上で、町民誰もが、復旧・
復興の姿がイメージできる計画づくりを目的として策定したものです。
　今後、町では、本計画の基本理念を基に、町民との協働による復旧・復興の
まちづくりを推進していきます。

基本理念

将来像

甲佐町震災復興計画の施策の体系

　平成28年４月14日（木）から発生した熊本地震は、
本町に甚大な被害をもたらし、発災直後、町民の大多
数の方々が避難所や車中での避難生活を余儀なくされ
る状態でした。 
　本町では、行政のみならず町民との協働による迅速
かつ懸命な震災対応を行い、被災者の生活再建に向け
た支援のステップまで到達することができました。
　今後は、被災者および町民が一刻も早く安全・安心
に暮らすことができる環境づくりへの加速化が求めら
れる状況です。被災者の生活再建支援と併せて、次の

ステップとして将来にわたって安全・安心な生活環境
を確保し、より良い甲佐町を築くための復興対策を同
時に講じていくことが重要と考えます。
　このようなことから、復興指針に掲げた「町民の生
活再生・都市基盤の復旧」「産業再生」「安全・安心に
暮らせるまちづくり」「応急対策の継続方針」に基づ
き、「復旧対策」「復興対策」の考え方を基に計画を示
し、その実現に向け町の総力を挙げ迅速かつ強力に推
進していくこととします。 

将来（みらい）を想い 魅力（たから）を活かす 

基本目標 ①産業と経済の再建 ②町民生活の
再建と復興

③定住促進と
教育・子育ての推進
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一
般
の
部
は
神
野
、
国
際
の

部
は
カ
レ
ミ
・
ズ
ク
に
栄
冠

　
11
月
27
日
（
日
）
第
41
回
熊
本

甲
佐
10
マ
イ
ル
公
認
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
、
熊
本
陸
上
競
技
協
会
、
熊

本
日
日
新
聞
社
、
熊
本
バ
ス
株
式

会
社
が
主
催
。
町
役
場
前
を
発
着

点
と
す
る
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

で
実
施
。
５
部
門
に
５
２
０
競
技

者
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
10
マ
イ
ル
の
部

ス
タ
ー
ト
時
の
天
候
は
雨
、
気
温

13
・
５
度
、
東
北
東
の
風
０
・
６

㍍
。

　
10
マ
イ
ル
一
般
競
技
者
の
部
は
、

神
野
大
地
（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
）

が
序
盤
か
ら
レ
ー
ス
を
引
っ
張
っ

て
見
事
優
勝
を
飾
り
、
国
際
競
技

者
の
部
は
、
カ
レ
ミ
・
ズ
ク
（
ト

ヨ
タ
自
動
車
九
州
）
が
残
り
５
㌔

で
抜
け
出
し
２
連
覇
達
成
。
高
校

男
子
10
㌔
の
部
は
、
大
会
日
本
人

記
録
を
更
新
し
た
西
田
壮
志
（
九

州
学
院
）、
中
学
男
子
５
㌔
の
部

は
東
原
愛
斗
（
宇
土
鶴
城
）、
女

子
５
㌔
の
部
は
池
田
絵
里
香
（
肥

後
銀
行
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
新
人
賞
は
一
般
の
部
優
勝
の
神

野
が
受
賞
し
、
敢
闘
賞
は
同
７
位

の
塩
尻
和
也
（
順
天
堂
大
）
と
高

校
男
子
の
部
優
勝
の
西
田
が
獲
得
。

女
子
敢
闘
賞
は
中
学
１
〜
３
位
に

与
え
ら
れ
、
栗
原
泉
（
湯
前
）、

畑
中
美
希
（
出
水
）、
尾
方
唯
莉

41st Kumamoto Kosa 10miles Roadrace

駆けぬける風駆けぬける風
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（
相
良
）
が
受
賞
。
本
町
出
身
者

が
対
象
の
地
元
競
技
者
賞
は
、
中

学
男
子
の
部
の
高
崎
蓮
斗
（
甲

佐
・
糸
田
区
）、
高
校
男
子
の
部

の
上
田
真
路
（
熊
本
工
・
上
田
口

区
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

❖
大
会
結
果

❖
10
マ
イ
ル
一
般
競
技
者
の
部

❶
神
野
大
地
（
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル

タ
）
46
分
38
秒
❷
今
井
正
人
（
ト

ヨ
タ
自
動
車
九
州
）
46
分
46
秒
❸

木
滑
良
（
Ｍ
Ｈ
Ｐ
Ｓ
）
46
分
47

秒
・
出
場
者
１
４
１
人

❖
10
マ
イ
ル
国
際
競
技
者
の
部

❶
カ
レ
ミ
・
ズ
ク
（
ト
ヨ
タ
自
動

車
九
州
）
46
分
19
秒
❷
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ワ
ウ
エ
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｎ
）
46
分

44
秒
❸
エ
ル
ビ
ス
・
キ
プ
コ
エ
チ

（
ト
ヨ
タ
紡
織
）
48
分
10
秒
・
出

場
者
３
人

❖
高
校
男
子
10
㌔
の
部

❶
西
田
壮
志
（
九
州
学
院
）
29
分

34
秒
❷
松
本
瞬
（
同
）
30
分
36
秒

❸
倉
岡
輝
（
熊
本
工
）
30
分
53

秒
・
出
場
者
73
人

❖
中
学
男
子
５
㌔
の
部

❶
東
原
愛
斗
（
宇
土
鶴
城
）
15
分

55
秒
❷
内
田
征
冶
（
同
）
15
分
58

秒
❸
坂
口
優
真
（
同
）
15
分
59

秒
・
出
場
者
96
人

❖
女
子
５
㌔
の
部

❶
池
田
絵
里
香
（
肥
後
銀
行
）
16

分
25
秒
❷
福
田
妃
加
里
（
同
）
16

分
28
秒
❸
久
保
愛
結
美
（
鹿
児
島

銀
行
）
16
分
34
秒
・
出
場
者
71
人

◆写真右・熊本甲佐10マイル公認ロードレー

ス大会のスタート直後。10マイル一般競技者

の部と国際競技者の部は同時スタート

◆写真左上・２㌔地点での女子の部

◆写真左中・高校男子の部10㌔の部の２㌔地

点

◆写真左下・各部門の優勝者（前列左から中

学、高校、一般、国際、女子）と各賞受賞者

（後列左から地元競技者賞、敢闘賞、女子敢

闘賞）

◆ 第41回熊本甲佐10マイル公認ロードレース大会
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11
月
19
日
（
土
）
船
津
区
自
主
防

災
会
（
安
達
満
雄
区
長
）
は
消
防
団

と
連
携
し
、
区
内
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
仮
設
住
宅
に
入

居
し
不
在
と
な
っ
た
民
家
の
防
犯
対

策
や
農
作
物
や
花
木
の
盗
難
被
害
な

ど
を
防
ぐ
た
め
に
実
施
。
区
民
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
７
人
の
６
班
交

代
で
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
同
日
か
ら
毎
週
土
曜
日

午
後
９
時
に
消
防
ポ
ン
プ
車
で
の
警

戒
を
開
始
し
、
年
末
の
消
防
団
の
活

動
へ
と
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

安
達
区
長
は
「
盗
難
以
外
の
犯
罪

の
抑
止
力
に
も
な
り
ま
す
。
住
民
の

皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
自

主
防
災
組
織
で
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　12月７日（水）町生涯学習センターで、

劇団「前進座」による歌舞伎の公開稽古（け

いこ）が行われました。

　町教育委員会が主催。熊本地震で被災した

本町を元気付けるために九州で巡演中の「前

進座」がボランティアで稽古を公開し、約

100人が参加しました。公開稽古では、同劇

団員による歌舞伎の立ち回りや見得などの演

技法の説明や、来場者に見得の切り方や演技

を体験させるワークショップなども行われ、

会場は笑顔に包まれました。

人権への意識を高めよう　
12月４日（日）～10日（土）甲佐町人権週間

自主防災組織で安全安心を
船津区で夜間警戒パトロールを実施

歌舞伎を体験して元気に
劇団「前進座」による歌舞伎公開稽古

▼ピアノの演奏を交えながら自分の体験などを講演する月足さおりさん

▲劇団「前進座」の団員が歌舞伎の演技法をレクチャー

▼

消
防
ポ
ン
プ
車
で
巡
回
す
る
船
津
区
自
主
防
災
会

　

12
月
４
日
（
日
）
〜
10
日
（
土
）、

平
成
28
年
度
甲
佐
町
「
人
権
週

間
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
週
間
は
、
甲
佐
町
「
人
権
週

間
」
実
行
委
員
会
（
豊
永
康
法
会

長
）、
町
、
町
教
育
委
員
会
が
主

催
。
同
和
問
題
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
の
解
決
や
基
本
的
人
権

の
尊
重
、
町
民
の
人
権
意
識
の
普

及
と
高
揚
を
目
的
に
、
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
特
設
人
権
（
法

律
）
相
談
の
開
設
、
街
頭
や
企
業

訪
問
に
お
け
る
人
権
啓
発
広
報
活

動
の
実
施
、
書
道
な
ど
人
権
作
品

の
展
示
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
週
間
の
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
、

12
月
10
日
（
土
）
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、

第
34
回
甲
佐
町
「
人
権

週
間
」
町
民
集
会
を
開

催
。
約
１
７
０
人
が
参

加
し
、
町
内
の
児
童
・

生
徒
に
よ
る
人
権
作
文

や
体
験
活
動
の
発
表
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
権
講
演
会
で
は
、

講
師
の
月
足
さ
お
り
さ

ん
が
「
い
の
ち
の
音
色

を
響
か
せ
た
い
」
と
い

う
演
題
で
ピ
ア
ノ
の
演

奏
を
交
え
て
講
演
。
集

会
の
後
に
は
街
頭
パ

レ
ー
ド
も
行
っ
て
、
人

権
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
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　12月18日（日）第46回町駅伝競走大会と第42

回地区対抗駅伝大会が開催されました。

　同大会は、長距離競技者の育成と町民の健康維

持や運動能力向上を図ることを目的に、町教育委

員会、甲佐町体育協会、甲佐町陸上競技協会が主

催。町駅伝競走大会には、町生涯学習センター前

を発着点とする５区間7.2㌔のコースに５部門全
31チームが出場。地区対抗駅伝大会６区間4.8㌔
は、全11チームが出場し、冬の甲佐路を元気よ

く走り抜けました。

【町駅伝競走大会優勝チーム】

高校・一般男子の部・甲佐高校野球部Ａ24分32秒、

中学男子の部・服部組24分12秒、高校・一般男

女混合の部・上益城農業協同組合Ａ31分42秒、

小学男子の部・Son's 甲佐イエロー27分18秒、小

学女子の部・龍野ドラゴンズＢ32分36秒

【地区対抗駅伝大会結果】

①甲佐４チーム17分17秒、②竜野１チーム17分
39秒、③白旗３チーム18分02秒

　

12
月
15
日
（
木
）
白
旗
仮
設
団
地

で
、
白
旗
小
学
校
（
岩
下
勇
治
校
長

１
０
３
人
）
の
５
・
６
年
生
に
よ
る

団
地
入
居
者
へ
の
米
と
花
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
同
小
の
災
害

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
被

災
者
を
励
ま
し
元
気
に
な
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
。
Ｊ
Ａ

上
益
城
な
ど
の
協
力
の
下
、
児
童
た

ち
が
収
穫
し
た
米
を
１
戸
ず
つ
手
渡

し
、
種
か
ら
育
て
た
パ
ン
ジ
ー
や
ビ

オ
ラ
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
て
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

贈
呈
を
受
け
た
入
居
者
は
「
日
課

の
散
歩
で
、
花
を
眺
め
る
の
が
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　12月７日（水）、町は、一級河川「緑川」

を管理している国土交通省熊本河川国道事務

所に対して要望活動を行いました。

　同事務所で奥名克美町長から森田事務所長

へ要望書を手渡し、要望内容を説明。未完成

堤防の早期築堤、河川のしゅんせつおよび樹

木伐採、内水対策、樋管ゲートおよび排水ポ

ンプ設置、かわまちづくり支援事業早期完成

および防災施設整備などを要望し、今後、町

では、同事務所と連携して緑川のより良い環

境整備に取り組んでいきます。

手作りの米と花で励まし
白旗小児童が仮設住宅入居者へ贈呈

より良い環境を目指す
国土交通省熊本河川国道事務所に要望活動

▲森田事務所長（写真右）へ要望書を手渡す奥名町長

▲町生涯学習センター前を発着とする地区対抗駅伝大会６区間4.8㌔で、
勢いよくかけ出す１区走者のスタート

▼

仮
設
住
宅
入
居
者
へ
手
作
り
の
お
米
を
手
渡
す
児
童

チームでたすきと絆をつなぐ
町駅伝競走大会・地区対抗駅伝大会
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国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 106)　

■
国
保
税
が
国
保
を
支
え
て
い
ま
す

■
国
保
の
加
入
・
脱
退
は
忘
れ
ず
に

　
届
け
出
ま
し
ょ
う

■
国
保
税
を
滞
納
す
る
と

■
納
付
に
は
口
座
振
替
が
便
利

国
民
年
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 104)　

国民健康保険税が
国保を支えています

■
国
民
年
金
は
支
え
合
い
の
制
度

■
年
金
の
給
付
は
３
種
類

■
国
民
保
険
料
免
除
・
猶
予
制
度

■
国
民
年
金
は
期
限
ま
で
に
納
め
ま

　
し
ょ
う

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TELTEL

新成人の皆さんへ
20 歳から国民年金

国民年金は生涯にわたって保障されます

国民健康保険CMキャラクターの稲村亜美さん
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL 096‒234‒1140（内線 222）　

■
男
女
共
同
参
画
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を

　
山
都
町
で
開
催

男女共同参画社会
啓発イベントを開催

講師の本田さんが基調講演を行った啓発イベント

災
害
義
援
金

町住民生活課　TEL 096‒234‒1113( 内線 107)

■ 

一
部
損
壊
世
帯
に
対
す
る
義
援
金

配
分
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

義
援
金
の
配
分
基
準
と
基
準
額

申
請
受
付
日
時

申
請
受
け
付
け
期
限

申
請
受
け
付
け
窓
口

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL



Library
町生涯学習センター図書室からの１月のおすすめ図書
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誰 R
ea
d T
his S

tory!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
 『金の言いまつがい』（糸井 重里著）

大嶋 美月さん
〔町建設課〕

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人５冊まで、15日間

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

Library Information

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

警察官を定年退職した神場智則

は、妻の香代子とお遍路の旅に

出た。42年の警察官人生を振り

返る旅の途中で、神場は幼女殺

害の発生を知り動揺する。16年

前、自らも捜査に加わり犯人逮

捕に至った事件に酷似していた

のだ…。夫婦や家族の愛情、人

との絆が丁寧に描かれ、読後、

しみじみとした余韻を味わえる

長編ミステリーです。

集英社

小説

消せない過去と向き合うミステリー
柚月 裕子著 /『慈雨』

良い年を迎えるために読みたい絵本
かんべ あやこ作 /『開運えほん』

おばあちゃんの愛がこもった料理集
ガブリエーレ・ガリンベルティ著 /『世界のおばあちゃん料理』

世界を旅しながら知り合った、

50か国58人の料理上手なおば

あちゃんたちの自慢の味を、秘

伝のレシピと美しい写真で紹介

しています。それぞれの気候風

土が育んだ食文化はとても興味

深く、おばあちゃんたちの愛情

をたっぷり感じるものばかりで

す。味とともに愛情も受け継が

れるジェームズ・ビアード賞

（2015年写真部門）を受賞作です。

河出書房新社

娯楽・教養

「2016年のアメリカ大統領選は、

結果がどうなろうと、日本に

とってパンドラの箱を開けてし

まったのです。日本とアメリカ

の関係はどうあるべきか、日本

はどんな姿勢で外交や防衛に挑

むべきなのか、あらためて考え

る時期が来ています」と、池上

氏が超大国アメリカが抱える問

題や世界に及ぼす影響について

徹底解説したおすすめの本です。

PHP 研究所

一般書

アメリカが及ぼす影響を徹底解説
池上 彰著 /『アメリカを見れば世界がわかる』

「黒豆」を食べるのは、「まめで、

元気に暮らせるように」。「羽根

つき」は、「厄をはねとばすた

めに」。おせち料理もたこあげ

も、七草がゆも、日本古来のお

正月のさまざまな慣習には、新

年が良い年になるよう「開運の

願い」が込められています。読

めば家族みんなでやってみたく

なり、新年を楽しく過ごせるお

すすめの絵本です。 

あかね書房

児童書

言おうとしたことと違ったことを言っ
てしまう「言いまつがい」だからこそ
伝わる焦りや緊張や本音がある。正し
い日本語を超えた楽しい日本語を紹介。

今月の案内人

●あなたの「おすすめ図書」を

　ご紹介してみませんか？

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）
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町公民館からのお知らせと話題
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人権 ～心豊かに暮らすために～

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　
11
月
21
日
（
月
）
山
出
公
民

館
で
、「
歯
周
病
」
を
テ
ー
マ

に
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
の
町
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
高
倉
美
保
保
健
師
が
、

口
腔(

こ
う
く
う)

保
健
ケ
ア

の
た
め
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
と
知

識
に
つ
い
て
説
明
。
高
倉
保
健

師
は
、「
人
は
高
齢
に
な
る
と

歯
茎
が
退
縮
し
、
歯
の
根
っ
こ

が
出
て
き
て
歯
茎
部
分
が
削
ら

れ
る
こ
と
で
、
歯
磨
き
を
す
る

と
き
に
磨
き
不
足
が
生
じ
ま
す
。

残
存
菌
が
増
殖
し
口
腔
内
が
不

潔
と
な
る
こ
と
で
、
虫
歯
や
歯

周
病
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
」
と
歯
周
病
の
原
因
に
つ
い

て
解
説
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
嚥
下(

え
ん
げ)

障

害
や
誤
嚥(

ご
え
ん)

性
肺
炎

な
ど
、
重
大
な
病
気
を
引
き
起

こ
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
今

日
か
ら
早
速
、
口
腔
ケ
ア
を
行

い
口
腔
疾
患
の
予
防
を
し
て
生

活
の
質
を
高
め
ま
し
ょ
う
」
と

参
加
者
へ
力
説
し
ま
し
た
。 

　
11
月
30
日(
水)

、
公
民
館

主
催
講
座
・
町
民
大
学
を
開
催

し
、
参
加
者
45
人
が
荒
尾
市
の

万
田
坑
と
小
岱
焼
窯
元
の
見
学

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
万
田
坑
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
か
ら
当
時
の
日
本
の
産
業
の

先
端
技
術
を
集
結
し
た
機
械
設

備
や
炭
鉱
で
働
く
人
の
厳
し
さ

な
ど
の
説
明
を
受
け
た
参
加
者

は
、
１
２
０
有
余
年
前
の
当
時

を
脳
裏
に
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　
小
岱
焼
窯
元
で
は
、
登
り
窯

を
見
学
。
参
加
者
は
、
説
明
を

受
け
た
後
、
展
示
場
と
併
設
す

る
売
店
で
好
み
の
茶
碗
や
湯
飲

み
な
ど
を
購
入
し
、「
今
夜
か

ら
早
速
使
い
た
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

「
歯
周
病
に
つ
い
て
」

▼

出
前
講
座
・
山
出
区

万
田
坑
と
小
岱
焼
見
学

▼
主
催
講
座
・
町
民
大
学

▲講師の髙倉保健師から歯周病

の原因を学ぶ受講生の皆さん

▲万田坑（荒尾市）の炭坑跡地

を見学する参加者たち

▲

公民館主催講座のご案内

　「郷土の歴史を訪ねて」

●開催日時　１月24日（火）午前

　９時30分～午後３時40分

●集合場所　町生涯学習センター

●行き先　御船町恐竜博物館､ 上

益城消防組合消防本部､ 木原不

動尊参拝

●参加費　恐竜博物館入館料450

円（昼食は各自負担 )

●定員　25人（定員になり次第申

し込みを締め切ります )

　正月遊び「かるたとり」

●開催日時　１月21日（土）午前

　10時～午前11時

●会場　町農業研修センター「ろ

　くじ館」

●お申し込み先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

■上益城地区社会人権教育研究集会

笑って元気になれる講演会を開催

　12 月 15 日（木）町生涯学習セン

ターで、上益城地区社会人権教育研

究集会を開催し、啓発映画「ほんと

の空」の上映と、おおいた観光特使

の矢野大和さんが「笑って元気～予
定通りにいかない人生～」と題し講
演しました。

　「ほんとの空」は、主人公が身近

な人との交流を通して誤解や偏見に

気付き、人と深く付き合うことや他

者の気持ちを自分のこととして思う

ことの大切さなどを描いた内容で、

相手を思いやる気持ちを持つことの

重要さを参加者に訴えました。

　講演会では、「自分の話は、笑い

を入れることから「講演」を「口演」

（口での演説）と言います」という

講師の矢野さんが、人権問題を中心

に講演。町役場職員や観光大使など、

さまざまな仕事を経験したことや身

の回りで起こるエピソードなどを、

笑いを交えながら話しました。

　矢野さんは、「人生を楽しく元気

に過ごすには、笑顔でいることが大

切。笑いを通じて人権について考え

てきましょう」と参加者に伝えまし

た。

▲

講
師
の
矢
野
大
和
さ
ん
が
笑

い
を
交
え
て
講
演

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）
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❖ 
冬
も
大
切
な
「
温
度
」
と
「
湿

度
」
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

夏
は
ジ
メ
ジ
メ
、
冬
は
カ
ラ
カ
ラ

な
気
候
の
日
本
で
は
、
湿
度
は
約
20
㌫

差
が
あ
り
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
す
る

と
、
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
の
働
き
が
弱
く

な
り
、
ま
た
ウ
イ
ル
ス
は
気
温
が
低

く
、
乾
燥
し
て
い
る
と
活
動
的
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
冬
は
感
染
症
に
か

か
り
や
す
く
な
り
、
温
度
や
湿
度
の
調

節
や
体
の
う
る
お
い
を
保
つ
こ
と
が
予

防
の
た
め
に
は
重
要
で
す
。

●
身
体
の
う
る
お
い
を
保
つ
ポ
イ
ン
ト

①
こ
ま
め
な
水
分
補
給

冬
は
夏
ほ
ど
汗
を
か
き
ま
せ
ん
が
、

体
の
表
面
か
ら
水
分
は
失
わ
れ
ま
す
。

体
内
の
水
分
量
が
低
下
し
な
い
よ
う

に
、
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ

う
。

②
マ
ス
ク
の
着
用

マ
ス
ク
は
の
ど
や
鼻
を
冷
気
か
ら

守
り
、
呼
気
に
含
ま
れ
る
湿
気
を
閉
じ

込
め
る
た
め
、
乾
燥
か
ら
守
る
た
め
に

役
立
ち
ま
す
。

③
旬
の
野
菜
で
う
る
お
い
補
給

旬
の
野
菜
は
う
ま
み
が
多
く
、
お

い
し
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
栄
養
価
も

た
っ
ぷ
り
で
す
。旬
の
野
菜
を
摂
っ
て
、

身
体
の
中
か
ら
健
康
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

❖ 

お
肌
の
う
る
お
い
も
上
手
に
保

ち
ま
し
ょ
う

　
冬
に
な
る
と
、
皮
ふ
の
か
ゆ
み
に
悩

む
人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
か

ゆ
み
は
空
気
が
乾
燥
し
、
皮
ふ
の
水
分

が
失
わ
れ
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
冬
の

ス
キ
ン
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
は
、「
皮
ふ

を
乾
燥
さ
せ
な
い
こ
と
」
と
「
皮
ふ
に

過
度
の
刺
激
を
与
え
な
い
こ
と
」で
す
。

●
日
常
生
活
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト

・ 

肌
着
や
衣
類
は
、
刺
激
の
少
な
い
も

の
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

こ
た
つ
や
電
気
毛
布
を
使
い
過
ぎ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
と
き
は
、
室

内
を
加
湿
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

入
浴
は
ぬ
る
め
の
お
湯
に
15
分
程
度

つ
か
り
、
身
体
を
洗
う
と
き
は
た
っ

ぷ
り
の
泡
で
な
で
洗
い
し
ま
し
ょ

う
。
入
浴
後
５
分
以
内
に
保
湿
剤
を

塗
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❖
身
体
の
冷
え
に
も
要
注
意

　
寒
さ
に
よ
る
体
の
冷
え
も
体
調
不
良

や
腰
・
膝
の
痛
み
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
冷
え
の
原
因

①
生
理
現
象

　
寒
さ
を
感
じ
る
と
、
体
内
の
熱
を
体

外
に
逃
が
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

末
端
の
血
管
が
収
縮
し
、
冷
え
に
つ
な

が
り
ま
す
。

② 

血
行
不
良
で
、
熱
を
う
ま
く
運
ぶ
こ

と
が
で
き
な
い

　
血
行
が
悪
い
と
、
体
内
で
つ
く
ら
れ

た
熱
を
末
端
ま
で
う
ま
く
運
べ
ず
、
手

足
に
冷
え
を
感
じ
ま
す
。

③ 

筋
肉
量
が
少
な
く
、
十
分
な
熱
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
体
内
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
60
㌫
は

筋
肉
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
筋
肉
量
が
少

な
い
人
や
体
を
あ
ま
り
動
か
さ
な
い
人

は
十
分
な
熱
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ず
、
体
の
芯
か
ら
冷
え
を
感
じ
ま
す
。

❖ 

冬
こ
そ
運
動
を
し
て
冷
え
の
改

善
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

　
冷
え
や
す
い
体
質
は
、
運
動
に
よ
っ

て
改
善
し
ま
す
。
手
足
が
冷
え
る
タ
イ

プ
の
人
に
は
「
血
行
を
促
す
運
動
」、

体
の
芯
か
ら
冷
え
る
タ
イ
プ
の
人
に
は

「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
が
お
す
す
め

で
す
。

　
平
成
28
年
10
月
か
ら
再
開
し
た
あ
ゆ

み
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、
ス
ト
レ
ッ

チ
や
リ
ズ
ム
体
操
、
貯
筋
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
教
室
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
い
ま
す
。２
０
１
７
年
、

生
活
の
一
部
と
し
て
、
ぜ
ひ
運
動
を
取

り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

身
体
の
う
る
お
い
と
温
か
さ
を
保
っ
て

寒
い
冬
を
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う

あ
ゆ
み
だ
よ
り

健康 の話

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

冬は気温が低く、空気も乾燥して

感染症が発生しやすい時期です。

原因となる冷えや乾燥から身体を

守るためには、こまめな水分補給

や保湿はもちろん、ぜひ「あゆみ

トレーニング室」で運動に取り組

んで健康な身体を保ちましょう。

今月の「あゆみだより」は

藤本 佑子 保健師 

Health
町総合保健福祉センターからのお知らせ
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●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

Child-Care
１月の子育て支援カレンダー

甲佐町子育て支援センター
　（竜野保育園内） TEL096-234-0305

４日（水） かるた遊び

６日（金） こまを回して遊ぼう

11日（水） お散歩に行こう

13日（金） お誕生会（要予約）

16日（月） 凧を作ろう

18日（水） おやつ作り（ぜんざい）

20日（金） 折り紙で遊ぼう

23日（月） 小麦粉粘土遊び

25日（水） 砂場で遊ぼう

27日（金） 指編みをしてみよう

30日（月） ブロックで遊ぼう

 育児相談（電話・面接）
 毎週月～金曜日　午前９時30分～午後４時

 体験保育
毎週月・水・金曜日午前９時30分～正午

１・２月の保健活動

　　１月19日（木）　午前９時

　　２月16日（木）　午前９時

　　１月19日（木）　午前10時

　　２月16日（木）　午前10時

　　２月３日（金）　午前９時30分

　　２月７日（火）　午後１時

　　１月27日（金）　午前９時30分

　　２月７日（火）　午後１時20分

　　１月17日（火）　午後１時30分

甲佐保育園 TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園 TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園 TEL096-234-0519

13日（金） 誕生会

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園 TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所 TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

下原 壮
たけ る

琉 くん（11か月）
　父・武司 さん 母・つぐみ さん

　（北早川区）

　お姉ちゃん、お兄ちゃん

　いっしょにあそんでねぇ

松本 優
ゆ あ

愛 ちゃん（１歳）
　父・圭司 さん 母・美奈子 さん

　（船津区）

　これからもニコニコ笑顔で

　元気にすくすく育ってね！

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

Smile
わが家の“ 笑顔 ”をご紹介します
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧

Monthly Information

●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）
●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）
●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711
●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755
●町民センター

　 TEL096-234-2459
●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255
●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423
●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688
●上益城消防署

　 TEL096-282-1955
●御船警察署

　 TEL096-282-1110
●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891
●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111
●県御船保健所

　 TEL096-282-0016
●県庁

　 TEL096-383-1111

●町へのメールでのお問い合
わせ先
甲佐町公式ウェブサイト
「お問い合わせメール
フォーム」
URL http://www.town.kosa.
kumamoto.jp/q/sform
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▼
相
談
窓
口
の
日
程
・
開
設
場
所

TEL
▼
相
談
受
付
状
況

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
必
要
書
類

・
収
入
を
証
明
で
き
る
も
の

・
所
得
か
ら
控
除
す
る
額
を
確
認

で
き
る
も
の

▼
申
告
期
間

▼
会
場

▼
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
へ

▼ 

熊
本
東
税
務
署
の
申
告
期
間
お

よ
び
会
場
変
更
に
つ
い
て

・
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ

た
方
（
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
）

に
対
す
る
申
告
相
談

・
通
常
の
確
定
申
告
相
談

・
受
付
時
間

doctor

ｉ
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る

消

費

生

活

相

談

窓

口

２

月

16

日
（

木

）

か

ら

申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

日 曜 当 番 医

TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

町税などの滞納処分（11月分）
tax
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・
申
告
会
場

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

TEL

㌔
㍗

▼
申
告
書
の
提
出
期
限

▼
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
様

　
お
名
前
　
　
　
　
ご
住
所

▼
平
成
28
年
度
寄
附
金
額
合
計

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

TEL

交 通 事 故 件 数

平成28年12月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

平成28年12月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  

乙女地区に中山・錦川遺跡が

ある。

今は埋め戻してあるが、10 年

ほど前に遺跡調査が行われてい

る。掘り進んでいくと、縄文時代

まで遡るだろうとの話であった。

現在から 6400 年前の遺構。

この時代は、現在よりずいぶ

ん温暖であったらしい。当然、海

岸線も今よりずっと内陸部であっ

た。

この遺跡で発見されたものは、

竪穴住居５軒、溝遺構１条、土杭

３基。土師器、須恵器、縄文土器、

石製品 ( 石斧、石槍など )、住居跡。

この時代、家は寝る場所であって、

台所は、外であった。熱く焼いた

石の上に、食べ物をのせ蒸し焼き

する。家の中にあるというのは珍

しいそうである。

乙女のこの場所に、6000 年以

上昔に人が暮らしていたのであ

る。

過去の遺跡を見ると、私は、

悠久の歴史の中では、砂のような

存在でしかない。一握りどころか、

一粒の粒子でしかない。いつの時

代にあっても喜び、悲しみ、怒り、

苦しみがあったに違いない。そし

て私たちの祖先は、それを乗り越

えてきたのであろう。

甲佐町の文化財探訪　～第 40回～

「中山・錦川遺跡」 赤星眞照 町文化財保護委員（有安区）

古きを訪ねて甲佐町を知る

■お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096-234-2447（内線 322）　

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

▲

乙
女
に
あ
る
中
山
・
錦
川
遺
跡

償
却
資
産
の
申
告
書
提
出
は

１
月
31
日
（
火
）
ま
で
に

▲

地
層
か
ら
歴
史
が
う
か
が
え
る

      environmental preservation

クリーンセンターへのごみ直接搬入について

TEL
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▼
減
免
な
ど
の
対
象
と
な
る
方

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
保
険
料
の
減
免
申
請
期
限

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL
▼
支
給
月
額

▼
支
給
時
期

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

▼
お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

TELお
問
い
合
わ
せ
先

TEL

被
災
さ
れ
た
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
被
保
険
者
の
方
へ

ｉ
お
知
ら
せ

熊本地震からの復旧・復興を目指す本町へのあたたかいご支援ありがとうございます
topics

児
童
手
当
受
給
の
申
請
は

忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

町

定

住

促

進

要

綱

を

改

正

し

ま

し

た

　本町では、熊本地震発災直後から全国の団体職員の

皆様に支援をいただきました。

　今回本町へ派遣されご支援をいただいた団体や自治

体職員の皆様をご紹介します（平成28年12月末現在）。

　内閣府、国土交通省、農林水産省、広島県、愛媛県、

高知県、香川県、鹿児島県、富士宮市、唐津市、えび

の市、枕崎市、鹿屋市、鹿児島市、霧島市、南さつま

市、出水市、日南市、指宿市、南九州市、姶良市、伊

佐市、薩摩川内市、日置市、曽於市、熊本県、天草市、

上天草市、長島町、芦北町、錦町、宮崎県産業開発青

年隊、熊本県土地改良事業団体連合会、日本看護協会、

（独行）国立病院機構医療センター、陸上自衛隊

　 　 ▼お問い合わせ先

　　　町総務課　 TEL096-234-1140（内線221）

子
ど
も
医
療
費
の
県
内
医
療
機

関
窓
口
現
物
支
給
に
つ
い
て

▼

役
場
玄
関
に
お
い
て
支
援
い
た
だ
い
た
団
体
様
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
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▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

▼
応
募
資
格

▼
訓
練
期
間

▼
定
員

▼
募
集
期
日

▼
募
集
期
日

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

① ② 

③ ▼
緊
急
事
件
・
事
故
以
外
の
ご
相

　
談
先

TELTELTELTELTEL
▼
お
問
い
合
わ
せ
先

TEL

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～１月～
 Event

ｃ
く
ら
し
安
全

年
末
年
始
に
お
け
る
犯
罪
や

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

◀
12
月
の
展
示
会

　「
平
成
28
年
人
権
週
間
」

第15回会長杯
ビーチボールバレー大会

　 　

ｒ
募
集

身
体
障
が
い
者
職
業
訓
練
生
を

募

集

し

て

い

ま

す

▲

ス
ウ
ィ
ー
ト
フ
ィ
ッ
シ
ュ

・優　勝　スウィートフィッシュ　

　　　　　（上豊内）

・準優勝　シャンクス（豊内）

・３　位　スーパー仁（仁田子）、　

　　　　　ヒーローズ（白旗）

▲

横
田
チ
ー
ム

■フリーの部（参加７チーム）

●主催・甲佐町ビーチボールバレー

協会（坂本敏博会長）

●期日・平成28年11月８日（火）

●会場・甲佐中学校体育館

・優　勝　横田

・準優勝　上早川ファイヤーズ

・３　位　よかばい（船津）

■ 50 歳以上の部（参加３チーム）

▼期間　１月13日（金）～２月３日（金）

▼内容　町内の小・中学生や松橋西支援学校上益
　　　　城文教室生徒による学校給食に関する絵
　　　　画、作文、標語

▼主催　町教育委員会

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

１月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン

  

●少年柔道

　●卓球

●サッカー教室

　●バスケットボール教室

　

■お問い合わせ先

TEL
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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選　

大
会
に
集
い
し
剣
士
少
年
の
顔
は
凛
々
し
く
逞
し
く

見
ゆ 

池
田
キ
ヨ
子

老
い
る
こ
と
忘
れ
し
友
は
華
や
ぎ
て
蝶
の
ご
と
く
に

し
な
や
か
に
舞
う 

塚
原　

暁
益

秋
日
和
柿
む
き
な
が
ら
思
い
出
し
亡
夫
の
好
物
干
し

柿
つ
く
る 

赤
星　

文
子

半
年
も
修
理
に
か
か
り
し
温
泉
で
身
体
と
心
と
も
に

癒
さ
る 

緒
方　

明
美

猛
暑
に
も
負
け
ず
咲
き
た
る
「
百
日
紅
」
散
れ
ば
狭

庭
に
秋
草
芽
吹
く 

内
田
乃
武
子

剪
定
の
済
み
し
狭
庭
は
明
か
る
み
て
庭
の
来
客
じ
ょ

う
び
た
き
様 

塚
本　

俊
子

霜
月
に
初
雪
の
ご
と
霜
お
り
て
一
面
白
き
朝
を
迎
ゆ

る 

上
村
や
す
美

被
災
し
て
障
壁
も
な
く
我
が
家
の
更
地
広
々
遠
く
ま

で
見
ゆ 

吉
永
由
紀
子

草
を
刈
る
草
刈
り
鎌
の
刃
の
先
に
黒
く
て
長
き
鳥
の

羽
根
落
つ 

上
村　

か
ず

艶
や
か
に
葉
の
裏
に
咲
く
山
茶
花
は
風
情
豊
か
に
ハ

ラ
ハ
ラ
と
散
る 
赤
星　

延
子

こ
こ
ろ
重
く
「
運
命
」
聞
け
ば
押
し
寄
せ
る
分
厚
き

音
が
吾
を
揺
さ
ぶ
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
川
柳
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　

「
自
信
」

初
め
て
の
一
人
旅
す
る
自
信
あ
り 

安
浪　

ア
キ

自
信
無
く
幸
せ
も
無
く
わ
れ
独
り 

　

三
芳　

嘉
逸

自
信
な
ど
な
い
よ
と
自
作
自
慢
す
る 　

日
隈　

俊
郎

釣
れ
る
場
所
自
信
を
持
っ
て
連
れ
て
行
く 　

林　
　

雅
之

　
　
　

「
幸
せ
」

朝
日
浴
び
川
柳
作
る
幸
せ
よ 

布
田　

愛
子

幸
せ
は
ふ
っ
く
ら
白
い
飯
食
べ
る 

清
川
み
ど
り

楽
し
い
よ
歌
と
踊
り
で
笑
わ
せ
る 

森
田
千
鶴
子

幸
せ
は
一
日
無
事
に
過
ご
す
と
き 

古
閑
チ
ヨ
ミ

趣
味
の
会
わ
た
し
を
若
く
し
て
く
れ
る 

渡
辺　

幸
士

　

﹇
肥
後
狂
句
﹈ 

北
川
直
美 

選

舞
い
込
う
だ　

地
震
保
険
の
太
か
っ
た 

広
田
み
ど
り

舞
い
込
う
だ　

招
待
旅
行
良
か
チ
ャ
ン
ス 

下
山　

千
恵

舞
い
込
う
だ　

が
ま
だ
し
者
ン
の
よ
か
嫁
ご 

志
垣　
　

光

舞
い
込
う
だ　

不
幸
ば
か
り
と
思
っ
て
た 

佐
藤　
　

葵

舞
い
込
う
だ　

酒
杯
の
花
も
一
気
呑
み 

布
田
か
ん
な

舞
い
込
う
だ　

初
夢
前
に
い
い
思
い 

平
井
や
よ
い

舞
い
込
う
だ　

見
捨
て
ち
ゃ
お
ら
ん
福
の
神 

長
原　

産
賀

舞
い
込
う
だ　

そ
う
そ
う
無
か
ぞ
玉
の
輿 

佐
野
し
ょ
う

舞
い
込
う
だ　

儲
け
話
に
耳
ダ
ン
ボ 

光
永　
　

六

舞
い
込
う
だ　

紙
飛
行
機
は
ラ
ブ
レ
タ
ー 

井
元
あ
ざ
み

舞
い
込
う
だ　

嬉
し
い
知
ら
せ
次
々
と 

日
高　

美
里

舞
い
込
う
だ　

蚊
の
ブ
ン
ブ
ン
で
目
ェ
覚
ま
し 

上
田　

梅
清

舞
い
込
う
だ　

蝶
の
図
鑑
と
睨
め
っ
こ 

北
川　

直
美

う
た
ご
よ
み　

〜 

睦
月 

〜

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

平成28年12月７日（日）第46回町駅伝競走大会のフィニッシュ地点（町役場前）
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今
月
号
か
ら
昨
年
４
月
の
熊
本
地

震
、
６
月
の
豪
雨
災
害
を
振
り
返
る

新
連
載
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
は
、

災
害
の
概
要
や
被
害
状
況
、
対
応
状

況
な
ど
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
、
九
州
北
部
豪
雨
な
ど
、
日
本
で

は
大
き
な
災
害
が
数
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
の
で
防
ぐ
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
過
去
の
災
害
を
記

録
に
残
し
て
お
く
こ
と
で
、
備
え
る

こ
と
は
で
き
ま
す
。「
い
つ
、
ど
こ

で
、
何
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
い
う
こ

と
が
問
題
に
な
っ
た
の
か
」
な
ど
を

た
く
さ
ん
の
人
が
共
有
す
る
こ
と
で
、

今
後
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
何
を
す
る
べ
き
か
が
見
え
、
数
多

く
の
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
や
孫
の
代
ま
で
私
た
ち
の
記
憶

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
実
り
の
あ
る
連
載
企
画
を
考

え
て
い
き
ま
す
。（
み
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

白　旗　新改　遥
は る か

華　女　　学　

豊　内　甲斐　柚
ゆ ず き

妃　女　元　貴

中横田　宇土凛
り ん た ろ う

太朗　男　大志郎

下横田　福永　煌
こりゅう

琉　女　浩　紀

田　口　遠山　　葵
あおい

　女　　彰

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,182 △２

女 5,808 △８

計 10,990 △10

世帯数 4,313 １

平成28年11月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

11月11日（金）～12月10日（土）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①大根は皮をむき３～４㍉の厚

さの半月切りにします。大根

が太いときは、いちょう切り

にすると良いでしょう。

②大根に塩を振り、しんなりす

るまで待ちます。

③計量カップにゆずを絞ります。

３分の１カップになるまで酢

を足してください。

④砂糖、塩、水を③の計量カッ

プの目盛りが３分の２になる

まで加え混ぜ合わせます。

⑤ゆずの皮のきれいで黄色い部

分を千切り、昆布もはさみで

できるだけ細切りにしておき

ます。

⑥保存容器に水を切り絞った②

と④⑤を入れて混ぜ合わせま

す。好みで唐辛子を加え、冷

蔵庫で保存します。

※捨てるところのない大根は、

葉の部分にビタミンＣをはじ

めとした栄養がたっぷり含ま

れています。ぜひ葉も一緒に

食べましょう。

　　大根には、辛味成分アリル

イソチオシアネートが含まれて

おり、おろし大根にして食べる

と抗がん作用や抗菌作用がある

と言われています。

　年末からお正月にかけて、食

べたり飲んだりする機会が多く

なる時に消化を助け、胃酸過多、

胃もたれや胸やけなどに効果が

ある大根を食べましょう。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

お正月のゆず大根

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　船　津　北野　裕大

　　妻　熊本市　米澤　早織

　　夫　熊本市　林　　伸弥

　　妻　有　安　渡邊華奈子

　　夫　下横田　溜渕　臣治

　　妻　美里町　井芹　侑奈

　

材　料（４人分）

大根………………………約500㌘
塩 ………………………小さじ１
ゆず ………………………大１個
昆布 …………５㌢×５㌢を１枚
唐辛子 …………………少しだけ
砂糖 ………………大さじ３～４
塩 ………………小さじ２分の１
酢 ……………………………適宜

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

糸　田　井芹　　忍　86　　忍　

上早川　池田　ツル　88　ツ　ル

仁田子　佐藤　義治　101　征　子

小　鹿　井上　俊喜　62　みさお

豊　内　藤田　 枝　91　 　枝

岩　下　田添トシ江　100　トシ江

坂　谷　光永　公一　72　アキエ

豊　内　嶋津　敬明　48　洋　子

上早川　溜渕　治之　86　　勝　

西寒野　遠山　　悟　87　繁　子

上早川　溜渕ミツヱ　86　　勝　

西寒野　永野ミツ子　89　ミツ子

吉　田　石坂　春子　83　忠　義

［

［



　

「
お
い
し
い
料
理
は
、
人
を
感

動
さ
せ
る
力
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

人
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
こ

の
仕
事
は
、
私
の
天
職
で
す
」
と

話
す
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
人
の

吉
冨
力
良
さ
ん（
和
田
内
区
出
身
）。

　

高
校
卒
業
後
、
か
ね
て
か
ら
興

味
の
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
究

め
る
た
め
に
、
熊
本
市
や
東
京
で

修
業
。
23
歳
の
と
き
に
単
身
で
フ

ラ
ン
ス
に
渡
り
、
現
在
は
パ
リ
の

３
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
ン
ブ
ロ

ワ
ジ
ー
」
で
腕
を
磨
く
。

　

昨
年
、
同
国
で
開
催
さ
れ
た

「
パ
テ
ア
ン
ク
ル
ー
ト
」
の
世
界

大
会
に
出
場
し
た
吉
冨
さ
ん
は
、

唯
一
の
日
本
人
で
フ
ラ
ン
ス
代
表

と
し
て
挑
み
、
見
事
準
優
勝
で
世

界
２
位
に
輝
い
た
。

　

パ
テ
ア
ン
ク
ル
ー
ト
は
、
ジ
ビ

エ
や
フ
ォ
ア
グ
ラ
な
ど
の
パ
テ
を

パ
イ
生
地
で
包
ん
で
焼
い
た
も
の
。

と
て
も
手
間
が
掛
か
る
た
め
料
理

人
の
技
量
が
問
わ
れ
る
、
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
伝
統
的
な
前
菜
の
ひ
と

つ
。「
毎
日
仕
事
で
忙
し
い
中
、

休
み
を
削
っ
て
、
自
分
自
身
に
克

つ
た
め
に
練
習
に
励
み
ま
し
た
」

と
吉
冨
さ
ん
。「
見
た
目
が
重
視

さ
れ
る
料
理
で
す
が
、
そ
れ
に
加

え
て
ど
う
し
た
ら
お
い
し
く
な
る

か
を
追
求
し
ま
し
た
。
必
要
な
食

材
を
厳
選
し
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た

味
を
目
指
し
て
調
理
し
ま
し
た
」

と
、
大
会
を
振
り
返
る
。

　

昨
夏
に
一
時
帰
国
し
た
際
、
熊

本
地
震
の
影
響
で
実
家
が
全
壊
し

解
体
し
た
こ
と
を
知
っ
た
吉
冨
さ

ん
。「
言
葉
で
は
表
せ
な
い
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

家
族
や
そ
の
周
り
の
人
た
ち
が
元

気
に
な
れ
る
よ
う
に
、
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
た
い
と
大
会
に

挑
み
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

将
来
は
、「
フ
ラ
ン
ス
で
自
分

の
料
理
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
感
動

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

作
り
た
い
」
と
吉
冨
さ
ん
。「
い

ろ
ん
な
場
所
に
行
き
ま
し
た
が
、

慣
れ
親
し
ん
だ
風
景
や
人
々
が
い

る
生
ま
れ
故
郷
の
甲
佐
町
が
１
番

大
好
き
で
す
。
そ
の
甲
佐
町
の
皆

さ
ん
に
、
自
分
の
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
料
理
人
に

な
り
た
い
で
す
」
と
輝
く
未
来
を

目
指
し
て
厨
房
に
立
つ
。
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こうさ広 報

ふ
る
さ
と
の
明
る
い
未
来
を
願
い

感
動
と
幸
せ
を
味
わ
え
る
料
理
を

よしとみ ちから / 和田内区

出身のフランス料理人。フラ

ンスで開催されたフランス料

理の前菜・パテアンクルート

世界大会で準優勝に輝いた。

Kosa
Style
こうさ スタイル

吉冨 力良さん
Yoshitomi Chikara 

〔和田内区〕


